




・物理分野 放射線検出器の較正 
電子線による材料中への欠陥導入と、それを利用した分析 
貴金属ナノ微粒子の生成  
加速器の高性能化、超微弱電子線の開発 
加速器を利用した高輝度サブミリ、ミリ波光源の開発と利用 

３．低エネルギー電子線照射装置（コッククロフト・ウオルトン型加速器）

エネルギー ：60～600 keV 
用途 ：表面照射、表面処理 

照射対象例 ：人工衛星部品の照射 
物質の表面改質（硬化、濡れ性の変化） 

４．非密封放射線施設および、その他の照射装置 

非密封放射性同位元素は、トレーサーとしての利用を中心に、

化学、農学、生命科学、医学の研究において、種々の特徴ある

施設として広く利用されています。 

用途 ：放射性同位元素によるトレーサー実験 
材料の陽電子利用分析 
放射性同位元素による年代測定 
環境汚染物質の元素分析 
環境放射線の測定 

図 4 低エネルギー電子線照射装置 

図 5 非密封放射線施設 

図６ トレーサー実験に用いられる 
RI 標識化合物 

その他の照射設備： 

図 7 低エネルギー電子線照射装置（100keV） 図 8 X 線照射装置 
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５．クリーンルーム施設

本学のクリーンルームは全国でも有数のレベルと規模を持っています。クリーンルーム

はクラス クラス クラス の３つに分かれており、室内の清浄度を保つため、

垂直層流方式（ダウンフロー方式）を採用しています。クリーンルームは空調設備のある

天井、全面アルミダイキャスト製グレーティングの作業室、各種ガスや超純水の配管のあ

る床の３層構造となっています。またクリーンルーム内では超純水や、各種の高純度ガス

が使用出来るようになっています。クリーンルーム内には先端材料や先端デバイスを作製

するための最新の装置が設置されており、学内のみならず企業など外部との共同研究が活

発に行われています。なお、利用については、放射線研究センター・ホームページの実験

施設をご覧ください。

図 クリーンルーム クラス 室内

図 9 X 線非破壊検査装置  図 10 γ線非破壊検査装置 
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６．放射線研究センター組織

1959 年に発足した大阪府立放射線中央研究所に設置され、整備された放射線設備は、

1990 年に大阪府立大学附属研究所（後の先端科学研究所）に引き継がれ、2005 年における

大阪府立大学の法人化にともない、産学官連携機構・放射線研究センターに引き継がれ、

さらに 2011 年における大学の機構改革で地域連携研究機構・放射線研究センターに引き継

がれました。さらに 2017 年研究推進機構傘下のセンターとして改組されました。 

放射線研究センター

年度

研究室・教員 名

放射線安全管理学

環境計測科学

量子線材料科学

量子線化学生物学

量子ナノ材料科学

大学貢献型 15 研究所
地域貢献型 8 研究所
研究業績型 21 研究所 
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７．放射線照射施設利用のてびき

放射線センターでは、保有する研究施設を広く一般のユーザーに開放しています。また、

府立大学の学内共同利用施設としても利用可能ですが、この場合は研究課題の事前審査と

研究成果の公開が必要となります。一般の照射申し込みは随時、学内共同利用の課題申請

は年２回受け付けています。いずれの利用の場合でも安全に関する審査は不可欠です。 

学内共同利用の手続き

添付の申請用紙に、必要事項を記入、押印のうえ、下記に送ってください。課題の募集

は６月と１２月の年２回行います。申請課題の有効期限は、６月申請が１年、１２月申請

が半年とし、複数年にわたる研究課題は、継続課題として再度申請してください。 

学内共同利用の手続きの流れ

課題申請： の申請様式で必要事項を記入、押印のうえ、提出してください。 

課題審査および安全審査の採択：課題の妥当性と安全性について審査の後、 
採択結果を通知します。 

照射利用申込書の提出：装置担当者と実験日時を打ち合わせた後、 
実験日前までに照射申込書を提出してください。 

照射実験

成果報告書の提出：本報告書の様式で、例年、６月に開催される共同利用 
成果報告会までに提出してください。報告書を期日までに 
提出されない場合、利用された照射サービスは一般照射利 
用と見なし、使用料金を請求することになります。 

研究課題終了 

注 1）放射線装置を用いた実験を行う場合、実験者の作業を要しない単純照射をのぞいて、

実験者の放射線業務従事者登録が必要となります。この手続きには、放射線障害防

止法にもとづいた放射線業務従事者講習会への参加が義務付けられています。講習

会は年に２回、当センターで開催されています。実験を予定されている方は、早め

に受講されることをお勧めします。 

注 2) 共同利用研究課題申請書、放射線施設利用申込書等の書式は、 
ホームページからダウンロードが可能です。 
URL: http://www.riast.osakafu-u.ac.jp/index.html 
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放射線施設利用研究課題申請書（学内共同利用） 

放射線研究センター長 殿 
下記の通り申請します 

平成 年 月 日 申請者 所属 氏名 ㊞ 

１．提案課題の種類（該当する項目に○印）

新規 継続 緊急 継続の場合は前課題名を記入

２．実験責任者 
氏名 所属 内線番号

３．実験課題名 

４．共同研究者（所属機関、部局、身分） 

５．使用希望装置（該当する項目に○印） 
(a) ライナック (b) コバルト 60 (c) コッククロフト (d) その他 

６．使用希望条件 
使用日数： 占有照射室：

利用条件：

７．実験概要（含、従来の成果、期待される成果） 

８．備考 

９．放射線研究センター内 連絡者

氏名 内線番号
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一般照射利用の手続きと使用料金

研究推進機構放射線研究センターでは、保有する放射線施設を広く一般のユーザーに開

放しています。一般の照射申し込みは随時受け付けています。この場合、施設の維持に要

する費用の一部を負担していただくことになります。（ の料金表を参照してくださ

い。） また、装置と実験者の安全に関する審査は不可欠ですから、実験の内容を照射申込

書に記入していただく必要があります。 

一般照射利用の手続き

照射利用申込書の提出 

↓ 

：装置担当者と実験日時を打ち合わせた後、実験日前までに照射申

込書を提出してください。実験日までに安全性について審査を行

っています。 
照射利用 

↓ 
照射終了 ：照射時間が確定した後、これに相当する照射料金が府立大学から

請求されます。 

照射手数料

区 分 金額／１照射条件につき

放
射
性
同
位
元
素
に

よ
る
場
合

照射プール内での照射 円 円× ×

照射室での照射

被照射物の占有容積が リットル未満 円 円×

被照射物の占有容積が リットル以上

リットル未満 円 円×

被照射物の占有容積が リットル以上 円 円×

照射室占用による照射 円 円×

放
射
線
発

生
装
置
に

よ
る
場
合

ライナックによる場合 円 円×

コッククロフト・ウォルトンによる場合 円 円×

線照射装置による場合 円 円×

照射証明書の交付 通につき 円

備考
「 」は、被照射物の占有容積を表し、その単位は リットルとする。
「 」は、照射時間を表し、その単位は 時間とする。
「 」は、照射室占用時間を表し、その単位は 時間とする。
「 」は、照射時間を表し、その単位は 分間とする。
占有容積等の計算については、 リットルに満たない端数は リットル、 時間に満たない
端数は 時間、 分間に満たない端数は 分間とする。
照射プール内での照射を行う場合で被照射物をバスケット内に入れるときの被照射物の占
用容積は、 リットルまでとする。
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８ クリーンルーム施設利用状況（2017 年度）

2017 年度における放射線センターのクリーンルーム施設の「利用申請者数」および 
「利用テーマ」は下記の通りである。 

「利用登録者数」 ２０９人

「利用テーマ」

１ 「化合物半導体を用いた高性能赤外デバイスの研究」 地域連携研究機構 河村裕一

２ 「銅酸化物高温超伝導体の微細加工」 地域連携研究機構 川又修一

３ 「 法および スパッタ法等による、エネルギー応用薄膜（燃料電池、熱電変換材料、

水素吸蔵合金、二次電池等）の作製と評価」 工学研究科 津久井茂樹

４ 「超 用半導体材料の表面物性 」 高等教育推進機構 上浦良友

５ 「強誘電体／半導体積層デバイス，磁性半導体デバイス，圧電デバイスの作製」

工学研究科 藤村紀文

６ 「希薄磁性半導体における電界スピン制御」 工学研究科 藤村紀文

７ 「生体高分子のナノ分子工学」 生命環境科学研究科 北村進一

８ 「超伝導体ナノファブリケーションによる新奇物性と応用」 工学研究科 石田武和

９ 「金ナノ粒子を用いた高感度センサの開発」 工学研究科 長岡勉、椎木弘

１０ 「リン脂質で修飾したシリコンウエハー電極を用いる分子伝導体ナノワイヤーの作製」

理学系研究科 杉本豊成

１１ 「強磁性秩序をもつ酸化物誘電体単結晶薄膜の合成と機能特性」

２１世紀科学研究機構 松井利之

１２ 「乾式・湿式製膜による各種薄膜材料の作成とデバイス応用」 工学研究科 齋藤丈靖

１３ 「シリコンフォトニック結晶ナノ共振器におけるラマン効果増大の検討 」

工学研究科 高橋和

１４ 「金属ナノ粒子を用いたナノ構造体の構築」 工学研究科 床波志保

１５ 「新規高性能熱電材料の開発 」 理学系研究科 小菅厚子

１６ 「ナノスケール素子における電磁応答制御と操作」 工学研究科 戸川欣彦

１７ 「バイオマテリアル工学と微細加工技術を基盤としたマイクロ・ナノバイオインター

フェースの創製」 工学研究科 許岩

１８ 「機能性有機材料および液晶材料の物性に関する研究」 工学研究科 内藤裕義

１９ 「ヘテロナノ構造を利用したエネルギー材料の創製 」 工学研究科 牧浦理恵

２０ 「有機磁性体微小結晶の熱伝導測定」 理学系研究科 細越裕子

２１ 「マイクロ・ナノデバイスによる細胞発達制御」 ２１世紀科学研究機構 萩原将也

２２ 「相変化光記録材料カルコゲナイド化合物の結晶構造解析」 理学系研究科 久保田佳基
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８ クリーンルーム施設利用状況（2017 年度）

2017 年度における放射線センターのクリーンルーム施設の「利用申請者数」および 
「利用テーマ」は下記の通りである。 

「利用登録者数」 ２０９人

「利用テーマ」

１ 「化合物半導体を用いた高性能赤外デバイスの研究」 地域連携研究機構 河村裕一

２ 「銅酸化物高温超伝導体の微細加工」 地域連携研究機構 川又修一

３ 「 法および スパッタ法等による、エネルギー応用薄膜（燃料電池、熱電変換材料、

水素吸蔵合金、二次電池等）の作製と評価」 工学研究科 津久井茂樹

４ 「超 用半導体材料の表面物性 」 高等教育推進機構 上浦良友

５ 「強誘電体／半導体積層デバイス，磁性半導体デバイス，圧電デバイスの作製」

工学研究科 藤村紀文

６ 「希薄磁性半導体における電界スピン制御」 工学研究科 藤村紀文

７ 「生体高分子のナノ分子工学」 生命環境科学研究科 北村進一

８ 「超伝導体ナノファブリケーションによる新奇物性と応用」 工学研究科 石田武和

９ 「金ナノ粒子を用いた高感度センサの開発」 工学研究科 長岡勉、椎木弘

１０ 「リン脂質で修飾したシリコンウエハー電極を用いる分子伝導体ナノワイヤーの作製」

理学系研究科 杉本豊成

１１ 「強磁性秩序をもつ酸化物誘電体単結晶薄膜の合成と機能特性」

２１世紀科学研究機構 松井利之

１２ 「乾式・湿式製膜による各種薄膜材料の作成とデバイス応用」 工学研究科 齋藤丈靖

１３ 「シリコンフォトニック結晶ナノ共振器におけるラマン効果増大の検討 」

工学研究科 高橋和

１４ 「金属ナノ粒子を用いたナノ構造体の構築」 工学研究科 床波志保
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２３ 「生体材料（歯科用チタンインプラントやセラミックス系材料）、タンパク質など生体分

子用の吸着材の表面濡れ性測定（水滴接触角測定）」 工学研究科 竹内雅人

２４ 「表面形状を制御した酸化亜鉛ナノ粒子表面の濡れ性に関する研究（膜厚測定、水滴接触

角測定）」 工学研究科 竹内雅人

２５ 「MEMS 型ガスセンサのシロキサン耐性を向上させうる吸着材の開発に関する研究（水

滴接触角測定）」 工学研究科 竹内雅人

２６ 「高難度ガス分離を実現する無機多孔体に内包した金属-有機構造体の開発」 
工学研究科 堀内 悠

２７ 「SIMS を使った材料中の拡散研究」 工学研究科 沼倉宏、仲村龍介

以上
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９ 連絡先

大阪府立大学  

研究推進機構 

放射線研究センター 

〒５９９－８５７０ 

大阪府堺市中区学園町１－２ 

Tel :（０７２）２５２－１１６１（代） 

Fax:（０７２）２５４－９９３８ 

http://www.riast.osakafu-u.ac.jp 

池

産学官連携機構本館
放射線研究センター

白鷺駅
南海高野線

南海バス

府大研究所前

南海バス

府立大学前

南海高野線

【駅から徒歩の場合】

◆南海高野線「白鷺駅」下車徒歩 分「中百舌鳥駅」徒歩 分

◆地下鉄御堂筋線「なかもず駅」（ 番出口）徒歩 分

【駅からバスをご利用の場合】

◆南海高野線「中百舌鳥駅」・地下鉄御堂筋線「なかもず駅」から南海バス（北野田駅前行 、 、

系統）で約 分、「府大研究所前」下車

◆南海本線「堺駅」から南海バス（北野田駅前行 、 、 系統）で約 分、「府大研究所前」下車

◆ 阪和線・南海高野線「三国ヶ丘駅」から南海バス（北野田駅前行 、 、 － 系統）で約 分、

「府大研究所前」下車

地下鉄御堂筋線

なかもず駅

南海高野線

中百舌鳥駅

南海高野線 白鷺駅

棟

研究推進課

棟

放射線研究センター
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